
(1) 昭和47年2月1日発行 
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町 の 人 口 

(1月1日現在） 

総人口 8, 984人 

男子 4, 227人 

女子 4, 757人 

世帯数 2, 655世帯 
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発行所 赤池町役場 編集 総務課大谷孝進 No.1 23 号 

鬼は外、 福は内 

市場保育所で、このほど恒例の節分行事が行われました。保育所では、保母さん達が朝から行事 

につかう豆を妙り、子ども達は衣裳合せに大変です。 

子ども達は小さな手に豆をいっぱい持って（福は内、鬼は外）の声をかけ合いながら豆を鬼にぶ 

っつけ、鬼は部屋に入ろうと懸命でしたが、元気な子ども達からしめ出されました。園児達は、こ 

としも福をつかむとはしゃいでいました。 

このような行事は、厄（やく）を被（はら）い幸を願い、作物D収穫の多きを祈る行事としてど 

この家庭でも行われています。ことしもこの子達に幸あれと心から祈りたいものです。 

第1日曜日は交通安全の日 

交通安全は、家族による話しあいが 

大切です。日頃から交通安全につい 

ての知識を習慣づけることにしまし 

よう。交通問題は私自身のためです 

第3日曜日は家庭の日 

この日は一家団らんで家族揃って家 

庭でくつろぎ、青少年の考えや、悩 

みを聞いて、明るい、家庭をつくり 

子ども達が健康で明るく育つように 

つとめましよう。 

、
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―ー（3) (2) け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

け
 

い
 

カ、 あ
 

報
 

広
 

町

長

選

挙

の

結

果

 

昭
和
四
十
七
年
一
月
十
八
日
 

執
行
の
任
期
満
了
に
よ
る
 

赤
池
町
長
選
挙
に
お
い
て
は
．
 

選
挙
の
期
日
の
告
示
が
あ
っ
た
日
 

か
ら
二
日
間
（
一
月
十
二
十
一
一
 

日
）
に
候
補
者
の
届
出
が
一
人
で
 

あ
っ
た
た
め
無
投
票
当
選
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

当
選
人
 

住
所
 
赤
池
町
大
宇
赤
池
七
三
〇
 

番
地
 

氏
名
 
池
 
永
 
輝
 

〔上野小学校で写す〕 

一子どもの火あそびは火事のもと 

昭 

生
年
月
日
 

昭
和
四
年
一
月
二
十
六
日
生
 

任
期
 
昭
和
四
十
七
年
一
月
一
一
 

十
一
日
か
ら
昭
和
五
十
一
年
一
 

月
二
十
日
ま
で
 

参
考
 

公
職
選
挙
法
第
百
条
第
一
項
の
 

規
定
は
 

（
前
略
）
届
出
の
 

あ
っ
た
候
補
者
が
一
人
で
あ
る
と
 

き
若
し
く
は
一
人
と
な
っ
た
と
き
 

は
、
投
票
は
行
わ
な
い
。
 

（
選
挙
管
理
委
員
会
）
 

水
道
料
金
の
メ
ー
タ
検
針
日
変
わ
る
 

昭
和
四
十
六
年
十
ニ
月
分
の
使
 

用
量
よ
り
、
ニ
ケ
月
に
一
回
検
針
 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
検
針
 

日
が
公
休
日
（
日
曜
日
）
並
び
に
 

う
 つ

 

祝
祭
日
は
休
み
ま
す
が
、
翌
日
に
 

検
針
を
行
い
ま
す
。
 

住
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

（
水
道
課
）
 

小

学

校

 に
 

暖

房

器

具

入

 る
 

ありません 

ッぺは真赤 

こ
の
ほ
ど
市
場
小
学
校
と
上
野
 

小
学
校
に
町
か
ら
「
ス
ト
ー
ブ
」
 

が
贈
ら
れ
、
子
ど
も
達
は
暖
か
い
 

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
、
童
顔
を
真
赤
に
 

し
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
ス
ト
ー
ブ
は
由
場
小
学
校
 

下
学
年
、
 

一
年
と
二
年
に
、
上
野
 

小
学
校
に
は
、
 
一
年
か
ら
四
什
ま
 

で
の
教
室
に
そ
れ
ぞ
れ
、
ス
ト
ー
 

プ
が
入
り
ま
し
た
。
 

旧
軍
人
、
戦
傷
病
者
、
そ
れ
に
 

戦
没
者
遺
族
の
方
で
、
次
の
よ
う
 

な
場
合
は
恩
給
や
年
金
な
ど
が
支
 

給
さ
れ
ま
す
。
 

▽
 
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
 

降
に
内
地
、
朝
鮮
、
台
湾
、
関
 

東
州
な
ど
で
、
職
務
上
の
負
傷
 

な
ど
で
、
第
五
款
症
以
上
の
障
 

害
が
あ
る
人
。
 

▽
 
戦
地
外
戦
務
加
算
と
し
て
、
 

航
空
基
地
．
居
残
食
料
支
給
指
 

定
部
隊
、
そ
れ
に
直
接
防
衛
関
 

係
業
務
に
勤
務
し
た
人
は
加
算
 

年
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
 

▽
 
航
空
、
戦
車
、
潜
水
艦
、
遠
 

洋
航
海
艦
隊
、
不
健
康
業
務
に
 

勤
務
し
た
人
に
は
加
算
さ
れ
ま
 

す。 

▽
 
実
在
職
が
引
つ
づ
き
三
年
以
 

上
七
年
未
満
の
下
士
官
以
上
 

（
下
士
官
以
上
の
在
職
年
が
一
 

年
以
上
）
の
人
に
一
時
恩
給
が
 

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

▽
 
外
国
政
府
職
員
と
し
て
、
昭
 

和
二
十
年
八
月
八
日
ま
で
在
職
 

し
て
い
た
場
合
は
全
期
間
、
ま
 

た
、
引
き
つ
づ
き
海
外
に
抑
留
 

さ
れ
た
場
合
は
そ
の
全
期
間
を
 

通
算
し
ま
す
。
 

▽
 
戦
犯
と
し
て
の
拘
禁
期
間
も
 

通
算
し
ま
す
。
 

▽
 
支
那
事
変
中
に
内
地
等
で
勤
 

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
都
会
の
 

学
校
で
は
古
く
か
ら
暖
房
施
設
が
 

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
 

筑
豊
は
石
炭
の
町
で
、
燃
料
は
 

容
易
に
入
手
で
き
る
条
件
に
恵
ま
 

れ
て
い
な
が
ら
教
室
に
は
暖
房
 

設
備
は
な
く
，
子
ど
も
は
風
の
 

子I

と
宿
命
の
よ
う
に
思
っ
て
、
 

工事を―時 

中
止
し
ま
す
 s

 

「
電
話
機
の
移
転
」
 

自
動
電
話
へ
の
き
り
か
え
工
事
 

は
三
月
下
旬
を
目
標
に
順
調
に
進
 

ん
で
い
ま
す
。
 

き
り
か
え
前
に
な
り
ま
す
と
、
 

電
話
器
の
取
り
か
え
工
事
や
完
全
 

な
状
態
で
自
動
電
話
に
き
り
か
え
 

が
で
き
る
よ
う
に
、
機
械
、
線
路
 

電
話
器
な
ど
の
状
態
試
験
を
何
度
 

も
実
施
し
ま
す
が
こ
の
期
間
中
に
 

電
話
器
の
移
転
な
ど
が
あ
り
ま
す
 

と
、
新
旧
の
線
路
が
混
乱
し
て
工
 

事
に
支
障
を
き
た
し
，
自
動
き
り
 

か
え
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
 

そ
の
た
め
皆
さ
ん
か
ら
電
話
器
 

を
移
転
す
る
よ
う
に
、
請
求
を
い
 

た
だ
き
ま
し
て
も
残
念
な
が
ら
、
 

ご
要
望
に
そ
え
な
い
の
が
実
状
で
 

す
の
で
コ
ー
月
十
日
か
ら
自
動
電
 

務
に
関
連
し
て
死
亡
し
た
軍
人
 

準
軍
人
の
遺
族
に
、
年
金
が
支
 

給
さ
れ
ま
す
。
 

▽
 
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
 

降
に
内
地
等
で
、
動
務
に
関
連
 

し
て
死
亡
し
た
軍
人
（
文
官
）
 

軍
属
、
準
軍
属
の
遺
族
に
弔
慰
 

金
、
遺
族
年
金
等
を
支
給
し
ま
 

す。 

▽
 
軍
人
恩
給
復
活
当
時
六
十
歳
 

未
満
で
あ
っ
た
軍
人
の
父
母
等
 

に
遺
族
年
金
を
支
給
し
ま
す
。
 

旧軍人関係の恩給 

支給範囲広くなる 

た
だ
し
、
扶
養
加
給
さ
れ
て
い
 

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

▽
 
軍
人
、
軍
属
が
昭
和
二
十
年
 

九
月
二
日
以
降
引
き
つ
づ
き
海
 

外
に
あ
っ
て
、
受
傷
の
病
に
よ
 

り
死
亡
し
た
場
合
は
、
遺
族
に
 

弔
慰
金
、
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
 

す。 

▽
 
入
営
途
上
、
ま
た
は
復
員
後
 

帰
郷
途
上
に
お
い
て
死
亡
し
た
 

場
合
は
、
遺
族
に
特
別
支
出
金
 

十
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
 

) 

冬
将
軍
の
や
っ
て
く
る
寒
い
日
は
 

あ
か
切
れ
や
霜
や
け
の
痛
み
を
忘
 

れ
て
勉
強
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
 

で
し
た
。
 

町
か
ら
の
暖
か
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

に
子
ど
も
達
は
「
な
お
一
層
頑
張
 

り
ま
す
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
し
 

た。 
話
き
り
か
え
ま
で
」
電
話
器
の
移
 

転
工
事
を
一
時
中
止
さ
せ
て
い
た
 

だ
き
ま
す
。
 

皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
 

け
致
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
情
 

を
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
ご
 

協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
 

し
あ
げ
ま
す
。
 

な
お
不
明
の
点
は
 

金
田
局
（
ニ
ー
〇
三
〇
〇
）
 
へ 

お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

電
 
話
 
教
 
室
 
を
 

開

催

 し
 
ま
 
す
 

自
動
電
話
に
な
り
ま
す
と
、
今
 

ま
で
の
よ
う
な
「
電
話
の
か
け
 

方
」
で
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
で
、
電
話
教
室
を
次
の
と
 

お
り
開
催
し
ま
す
。
 

町
民
の
み
な
さ
ん
の
出
席
を
お
 

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

▽
 
軍
人
へ
文
官
）
軍
属
が
、
事
 

変
地
で
、
公
務
傷
病
と
み
な
さ
 

れ
る
範
囲
を
、
第
三
款
症
か
ら
 

第
五
款
症
ま
で
拡
大
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 

▽
 
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
 

降
に
内
地
等
で
、
動
務
に
関
連
 

し
て
負
傷
し
た
軍
人
（
文
官
、
 

軍
属
、
準
軍
属
）
に
特
別
障
害
 

年
金
（
障
害
一
時
金
）
が
支
給
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

▽
 
昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
に
 

お
い
て
、
不
具
廃
疾
の
程
度
が
 

傷
病
年
金
の
第
四
款
症
（
障
害
 

年
金
等
は
第
五
款
症
以
上
）
の
 

給
付
を
受
け
た
人
の
妻
に
、
特
 

別
給
付
金
が
次
の
と
お
り
支
給
 

さ
れ
ま
す
。
 

一
款
症
以
上
は
十
万
円
 

二
款
症
以
下
は
五
万
円
 

▽
 
満
州
事
変
ま
で
の
旧
金
し
勲
 

章
年
金
授
与
者
に
は
、
す
で
に
 

十
万
円
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
 

が
、
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
 

日
付
で
金
し
勲
章
を
授
与
さ
れ
 

た
人
に
は
、
支
給
さ
れ
な
か
っ
 

た
た
め
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
 

一
日
の
生
存
者
（
そ
の
後
の
死
 

亡
者
は
遺
族
）
に
、
今
回
特
別
 

措
置
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
か
 

ら
銀
杯
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
、
恩
給
法
や
戦
傷
 

病
者
戦
没
者
遺
族
援
護
法
の
一
部
 

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
恩
給
や
年
金
な
 

ど
の
支
給
範
囲
が
広
く
な
り
、
い
 

ソ
 

②
出
席
者
が
実
際
に
電
話
を
か
け
 

て
み
る
。
 

③
こ
れ
に
よ
っ
て
「
電
話
の
か
け
 

方
」
を
習
得
す
る
。
 

2
、
開
催
方
法
 

①
期
日
 

二
月
十
五
、
十
六
日
の
 

一
一
日
間
 

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
 

ー
十
二
時
 
午
後
一
時
ー
十
六
 

時
 

②
場
所
 
赤
池
町
公
民
館
 

田
川
電
報
電
話
局
（
自
動
運
用
 

課
 

電
話
 

田
川
ニ
ー
四
二
一
六
）
 

お
 
誕
 
生
 
日
 

お
 
め
 
で
 
と
 
う
 

1
、
電
話
教
室
の
内
容
 

町
内
の
四
つ
の
保
育
所
の
園
児
 

①
「
自
動
電
話
の
か
け
方
」
を
や
 

達
の
、
二
月
生
れ
は
次
の
と
お
り
 

さ
し
く
説
明
す
豆
 

で
す
。
（
敬
称
略
）
 

,
 ま

ま
で
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
人
 

で
受
給
資
格
の
あ
る
人
が
相
当
数
 

い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

期
間
の
計
算
な
ど
、
わ
か
り
に
 

く
い
こ
と
も
多
い
と
存
じ
ま
す
の
 

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
 

役
場
民
生
課
に
く
わ
し
い
こ
と
を
 

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

保
育
園
児
募
集
 

町
内
に
あ
る
四
ケ
所
の
保
育
所
 

で
、
四
十
七
年
に
入
園
す
る
園
児
 

の
募
集
を
次
の
要
領
で
受
付
を
し
 

て
い
ま
す
‘
 

入
園
を
希
望
さ
れ
る
人
は
申
し
 

込
ん
で
下
さ
い
。
 

△
 
受
付
 
昭
和
四
十
七
年
二
月
 

十
日
2
二
十
日
ま
で
 

△
 
受
付
場
所
 

赤
池
保
育
所
（
定
員
九
十
人
）
 

中
尾
保
育
所
（
ク
 

六
十
人
）
 

市
場
保
育
所
（
ク
 

大
十
人
）
 

上
野
保
育
所
（
ル
 

六
十
人
）
 

△
 
入
所
に
該
当
す
る
家
庭
 

の
 
両
親
共
働
き
の
家
庭
 

回
 
母
親
の
い
な
い
家
庭
 

の
 
母
親
の
疾
病
等
の
家
庭
 

目
 
母
親
の
出
産
等
家
庭
 

困
 
特
別
事
情
の
あ
る
家
庭
 

△
 
入
所
申
請
に
必
要
な
書
類
 

困
印
鑑
 
同
源
泉
徴
収
票
 

囚
就
労
証
明
書
 
目
診
断
書
一
 

（
疾
病
者
の
み
）
 

ノ 相
手
に
顔
や
態
度
が
見
え
な
い
 

か
ら
と
言
っ
て
 

，
お
か
あ
さ
ん
‘
 

編
物
を
し
な
が
な
ら
電
話
す
る
 

の
は
失
礼
よ
ノ
 

電
話
を
か
け
る
時
は
正
し
い
態
 

度
で
か
け
ま
し
ょ
う
。
 

広
報
紙
の
発
行
 

毎
 
月

十

 日
 
に
 

広
報
紙
の
発
行
日
が
月
に
よ
っ
 

て
二
、
三
日
記
事
の
都
合
で
づ
れ
 

る
事
が
あ
り
ま
し
た
が
二
月
号
か
 

ら
毎
月
十
日
発
行
に
な
り
ま
す
。
 

【
赤
池
保
育
所
】
 

永
吉
美
奈
・
世
良
陽
子
・
柏
木
正
 

子
・
大
坪
輝
行
・
世
良
洋
子
（
以
 

上
三
才
）
有
永
香
一
・
亀
井
薫
 

西
岡
朱
美
（
以
上
四
才
）
斉
藤
優
 

彦
 

（
五
才
）
 

【
中
尾
保
育
所
】
 

福
島
俊
夫
・
久
富
千
恵
・
白
川
美
 

和
・
平
元
直
美
（
以
上
三
才
）
平
 

元
ひ
と
み
 
（
四
才
）
 

黒
土
ル
ミ
 

（
五
才
）
 

【
市
場
保
育
所
】
 

久
原
利
恵
・
梶
原
正
利
（
以
上
四
 

才
）
松
木
紀
子
・
梶
原
つ
る
み
 

（
以
上
五
才
）
 

【
上
野
保
育
所
】
 

小
松
ま
ゆ
み
 
（
五
才
）
 



-(5 ) (4）ーー い け か
 

あ
 

報
 

広
 

け ‘、 か
 

あ
 

報
 

広
 

鰯
 

磁
 子供から見た事故防止 

（ミコ 

故
 

事
 

通
 

交
 

4 )リグ（きコ 

被害者との対談つ Th

笑って楽しい毎日 

（ 

交
通
事
故
は
人
の
生
命
を
う
ば
い
平
和
な
家
庭
を
破
壊
 

（ 
し
ま
す
。
乱
暴
な
運
転
者
の
た
め
、
田
川
署
管
内
の
交
通
 

（ 
事
故
に
よ
る
死
者
の
増
加
率
は
県
内
で
最
高
で
、
四
十
五
 

（ 
年
の
倍
以
上
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

（ 

こ
と
し
こ
そ
、
町
内
か
ら
事
故
を
な
く
し
、
明
る
い
年
 

（ 
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
 

（ 

し
た
が
っ
て
今
月
は
事
故
を
起
し
た
被
害
者
の
方
に
 

..'"%.．・‘一 

①
事
故
の
原
因
②
運
転
す
る
人
に
注
意
を
す
る
点
⑧
歩
行
 

者
に
注
意
す
る
点
こ
の
三
つ
の
質
問
を
し
、
今
後
の
事
故
 

防
止
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

答

え

 る
 
人
 

木太宮 太 

村 田 崎 田 

邦 春 

治旭美 文 

政
 

)
 
、
 
(
 
、
 
、
 
『
 
、
 
」
 

敬
称
略
 

（
上
野
薬
王
寺
）
 

（
赤
池
寿
町
）
 

（
赤
池
大
和
町
〕
 

（
赤
池
下
町
）
 

太
田
旭
▽
事
故
を
起
し
た
の
は
夏
 

の
出
来
事
で
、
タ
立
が
激
し
く
前
 

方
十
H
先
が
見
え
な
い
ほ
ど
降
 

っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
時
中
央
線
 

を
越
え
て
来
る
車
を
発
見
し
、
衝
 

突
を
逃
れ
る
た
め
、
ハ
ン
ド
ル
を
 

左
に
切
り
ま
し
た
が
車
は
か
す
り
 

傷
で
難
を
逃
れ
ま
し
た
。
 

旭
 

太 田 

運

転

者

は

前

方

を

 

確

認

す

る

よ

う

 

▽
運
転
す
る
人
は
、
ス
ピ
ー
ド
 

、

、

、

ー

．

 

村 木
 

は
法
定
速
度
を
守
り
、
前
方
を
つ
 

ね
に
確
認
し
て
、
中
央
線
を
越
え
 

な
い
こ
と
。
 

い
つ
で
も
事
故
か
ら
逃
れ
る
余
 

裕
の
あ
る
操
作
を
し
て
ほ
し
い
。
 

出
発
の
時
は
三
十
分
く
ら
い
早
目
 

に
出
る
余
裕
を
持
つ
こ
と
が
大
切
 

な
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

・

、

・

 

ー
 

ノ
 

、
 

一 

ー

 

ー
 
\
 

交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
 

上
野
小
学
校
と
市
場
小
学
校
の
一
年
生
の
皆
さ
ん
に
聞
い
 

て
見
ま
し
た
。
 

子
ど
も
達
は
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
ま
す
。
こ
の
小
さ
 

な
胸
の
願
い
を
わ
た
し
達
は
、
ぜ
ひ
か
な
え
て
や
る
よ
う
 

に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
達
を
明
る
く
 

す
く
す
く
育
つ
よ
う
に
、
さ
さ
え
て
や
り
ま
し
ょ
う
。
 

な
お
答
え
て
頂
い
た
子
ど
も
さ
ん
の
敬
称
は
略
し
ま
す
。
 

規
則
を
破
る
 

大

人

 た
 
ち
 

太
田
み
か
 
い
ね
む
り
運
て
ん
は
 

絶
対
や
め
て
下
さ
い
。
わ
き
見
運
 

て
ん
や
よ
っ
ぱ
ら
い
運
て
ん
も
絶
 

対
や
め
て
下
さ
い
。
わ
た
し
の
、
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
交
通
事
故
に
あ
 

太田 みか 

い
ま
し
た
。
 

腰
の
骨
を
お
っ
て
、
永
い
間
入
 

院
し
ま
し
た
。
退
院
し
た
け
れ
ど
 

仕
事
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

そ
う
し
て
、
い
つ
も
起
き
て
い
 

る
時
は
、
腰
に
、
バ
ン
ド
を
し
て
 

い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
と
 

き
ど
き
頭
も
い
た
く
な
り
ま
す
。
 

お
母
さ
ん
が
そ
れ
は
「
む
ち
う
 

ち
し
ょ
う
だ
か
ら
ね
」
と
い
い
ま
 

し
た
。
 

本
と
う
に
交
通
事
故
は
こ
わ
い
 

で
す
。
運
て
ん
す
る
人
が
、
皆
ん
 

な
交
通
の
規
則
を
守
っ
て
く
れ
た
 

ら
、
事
故
は
な
く
な
る
と
思
い
ま
 

す。 
古
賀
な
お
み
 
わ
た
し
達
が
分
だ
 

ん
で
学
校
に
行
く
時
、
車
が
あ
ま
 

り
多
い
の
で
通
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
 

で
わ
た
し
た
ち
は
困
り
ま
す
。
そ
 

れ
か
ら
あ
ま
り
車
を
と
ば
さ
な
い
 

で
下
さ
い
。
 

横
だ
ん
歩
道
で
ち
ゃ
ん
と
と
ま
 

っ
て
く
れ
る
と
、
い
い
の
に
、
な
 

か
な
か
と
ま
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
 

で
も
な
か
に
親
せ
つ
に
止
っ
て
 

く
れ
る
人
も
い
ま
す
。
 

わ
た
し
は
事
故
が
な
か
っ
た
ら
 

い
い
と
思
い
ま
す
。
 

永
末
あ
き
子
 
わ
た
し
は
、
毎
日
 

の
交
通
事
故
が
．
ひ
ど
く
な
っ
て
 

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
町
の
 

古賀なほみ 

交
通
が
心
配
で
す
。
そ
れ
か
ら
自
 

動
車
に
の
っ
て
い
る
人
に
、
た
の
 

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

歩
行
者
の
横
断
も
 

左
右
を
十
分
確
認
 

▽
最
近
歩
行
者
の
横
隊
が
目
立
 

っ
て
い
ま
す
。
 

必
ら
ず
、
歩
行
は
右
側
を
守
る
 

よ
う
に
習
慣
づ
け
る
よ
う
に
し
て
 

ほ
し
い
。
 

車
が
歩
道
の
手
前
で
停
止
す
る
 

時
、
歩
行
者
や
運
転
者
は
え
し
ゃ
 

く
す
る
よ
う
な
態
度
を
表
わ
す
く
 

ら
い
の
心
づ
か
い
が
ほ
し
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

田
 

太
 

木
村
 
▽
駐
車
場
の
通
路
で
側
面
 

衡
突
〕
お
互
い
に
左
右
の
確
認
を
 

し
な
っ
た
た
め
で
す
。
 

▽
ど
ん
な
小
さ
な
通
路
（
交
又
 

点
）
で
も
左
右
の
車
、
人
の
飛
び
 

出
し
に
注
意
し
て
運
転
し
た
い
。
 

建
物
附
近
は
除
行
が
望
ま
し
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

▽
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
事
は
道
路
で
の
自
転
車
に
よ
 

る
遊
び
や
飛
び
出
し
は
し
な
い
よ
 

う
親
は
心
得
け
る
よ
う
に
し
て
も
 

ら
い
た
い
。
道
路
で
の
立
話
し
な
 

ど
も
通
行
の
障
害
に
な
り
ま
す
の
 

で
す
み
に
寄
っ
て
話
し
な
ど
を
し
 

て
ほ
し
い
。
 

太
田
 
私
は
運
転
手
の
横
に
同
乗
 

し
て
い
ま
し
た
。
カ
ー
ブ
を
曲
る
 

時
、
相
手
即
ち
対
向
車
は
中
央
線
 

く
歩
行
者
に
も
違
反
者
が
多
い
よ
 

を
越
え
て
き
た
た
め
、
正
面
衡
突
 

を
起
し
て
し
ま
っ
た
。
相
手
方
は
 

道
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
事
が
原
 

因
の
よ
う
で
す
。
 

▽
運
転
す
る
人
は
常
に
前
方
を
 

よ
く
見
て
運
転
し
て
も
ら
い
た
 

い
。
又
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
人
は
 

曲
芸
は
勿
論
の
こ
と
、
音
を
高
く
 

出
さ
な
い
よ
う
特
に
注
意
し
て
も
 

ら
い
た
い
。
 

▽
歩
行
者
は
横
断
歩
道
以
外
の
 

歩
行
は
左
右
を
良
く
確
認
し
て
も
 

ら
い
た
い
。
 

宮
崎
 
▽
交
差
点
で
信
号
待
ち
し
 

て
い
る
所
、
後
万
か
ら
追
突
さ
れ
 

ま
し
た
が
、
原
因
は
加
害
者
の
前
 

庁
不
注
意
と
車
間
距
離
が
十
分
で
 

な
か
っ
た
こ
と
。
 

ふ

み

切

り

は

一

旦

停

止

 

▽
最
近
ふ
み
切
り
の
事
故
が
多
 

い
よ
う
で
す
。
ふ
み
切
り
で
は
必
 

ず
一
旦
停
止
し
て
左
右
の
確
認
を
 

し
て
か
ら
渡
る
よ
う
に
す
る
。
 宮 崎 

と
く
に
警
報
機
な
ど
が
設
置
し
 

て
い
な
い
場
所
で
は
一
般
に
ふ
み
 

切
り
で
の
安
全
確
認
を
お
ろ
そ
か
 

に
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

▽
道
路
を
横
断
す
る
時
は
か
な
 

ら
ず
横
断
歩
道
を
通
っ
て
渡
る
こ
 

と
交
通
違
反
は
運
転
者
だ
け
で
な
 

ー
J
 

J
 

ノ
 

そ
れ
は
、
赤
し
ん
号
で
も
車
が
 

走
る
時
が
あ
り
ま
す
。
 

太田より子 

自
動
車
に
の
る
人
は
、
気
を
つ
 

け
て
下
さ
い
。
 

そ
れ
か
ら
、
よ
っ
ぱ
ら
い
運
転
 

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
絶
 

対
や
め
て
下
さ
い
。
 

太
田
よ
り
子
 
わ
た
し
の
お
父
さ
 

ん
は
、
バ
ス
の
運
て
ん
手
で
す
。
 

お
と
う
さ
ん
は
、
車
の
ス
ピ
ー
 

永末あき子 

ド
は
だ
し
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
運
て
 

ん
す
る
人
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
だ
さ
 

な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

お
酒
を
の
ん
で
車
に
の
ら
な
い
 

で
く
だ
さ
い
。
わ
た
し
の
、
学
校
 

の
行
き
か
え
り
通
る
道
は
、
右
左
 

を
よ
く
見
て
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
 

運
て
ん
す
る
人
た
ち
も
、
事
故
 

を
起
さ
な
い
よ
う
に
、
ま
が
り
か
 

ど
の
と
こ
ろ
は
追
い
起
さ
な
い
よ
 

う
に
し
て
下
さ
い
。
 

ぼ
く
た
ち
は
、
も
う
 

道
路
で
遊
ば
な
い
 

原
ひ
ろ
み
 
ぼ
く
は
交
通
事
故
 

に
あ
い
た
く
な
い
。
ぼ
く
は
気
を
 

つ
け
ま
す
。
 

タ
て
ん
手
さ
ん
ス
ピ
ー
ド
を
だ
 

さ
な
い
で
下
さ
い
。
よ
く
見
て
運
 

て
ん
を
し
て
下
さ
い
。
も
う
ー
つ
 

あ
り
ま
す
。
お
酒
を
の
ん
で
車
に
 

の
ら
な
い
で
下
さ
い
。
 

こ
の
前
学
校
に
、
お
ま
わ
り
さ
 

ん
が
来
て
、
歩
き
方
を
お
知
え
て
 

原 ひろみ 

く
れ
ま
し
た
。
右
左
よ
く
見
て
わ
 

た
り
ま
す
。
 

と
な
り
の
、
 

「
ゆ
き
ひ
ろ
ち
ゃ
 

ん
」
が
車
と
ぶ
つ
か
っ
た
の
で
 

す
。
ぼ
く
は
こ
わ
か
っ
た
。
 

ど
う
か
運
て
ん
す
る
人
は
よ
く
 

注
意
を
し
て
下
さ
い
。
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

向
居
ひ
ろ
あ
き
 
ぼ
く
は
三
才
の
 

と
き
、
バ
イ
ク
に
は
ね
ら
れ
ま
し
 

た
。
自
分
か
ら
と
び
出
し
た
の
で
 

悪
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
と
き
ぼ
 

く
ま
だ
小
さ
か
っ
た
の
で
危
な
い
 

と
い
う
事
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
 

で
す
。
 

山
ど
 

あ
 

ろ
 

ひ
 

井
 

向
 

ぼ
く
た
ち
が
横
だ
ん
歩
道
で
と
 

ま
っ
て
い
る
の
に
、
車
は
と
ま
っ
 

て
く
れ
ま
せ
ん
。
又
も
の
す
ご
い
 

ス
ピ
ー
ド
で
と
お
る
車
も
、
た
く
 

さ
ん
あ
り
ま
す
。
運
て
ん
を
す
る
 

人
は
、
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
 

い
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
事
故
は
起
 

う
で
す
o

釦
打
者
に
も
何
か
罰
則
 

を
作
る
よ
う
に
し
た
ら
交
通
事
故
 

も
い
く
ら
か
少
な
く
な
る
の
で
は
 

な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

年
始
の
交
通
 

事
故
を
な
く
そ
う
 

飲
酒
運
転
、
歩
行
者
の
横
断
防
 

害
の
無
謀
運
転
な
ら
び
に
歩
行
者
 

の
俄
険
な
横
断
に
よ
る
交
通
事
故
 

を
な
く
す
た
め
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
 

守
っ
て
下
さ
い
。
 

田
家
庭
、
と
く
に
主
婦
に
対
し
て
 

〇
家
族
全
員
で
事
故
を
起
し
た
 

り
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
 

交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
あ
う
 

〇
自
動
車
を
運
転
す
る
人
に
は
 

酒
を
だ
さ
な
い
。
 

の
運
転
者
に
対
し
て
 

〇
宴
会
、
そ
の
他
酒
の
席
に
 

で
る
と
き
は
、
自
動
車
を
運
転
 

し
て
行
か
な
い
。
ま
た
酒
を
飲
 

ん
だ
ら
絶
対
に
車
を
運
転
し
な
 

い。 〇
歩
車
道
の
区
別
の
な
い
道
路
 

で
歩
行
者
が
通
過
す
る
と
き
は
 

一
時
停
止
ま
た
は
徐
行
す
る
。
 

〇
交
通
整
理
の
行
な
わ
れ
て
い
 

な
い
横
断
歩
道
に
接
近
す
る
場
 

合
は
徐
行
す
る
。
 

〇
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
，
無
 

理
な
追
越
し
な
ど
無
謀
運
転
し
 

な
い
。
 

⑧
酒
類
提
供
業
者
に
対
し
て
、
自
 

動
車
を
運
転
す
る
人
に
は
、
酒
 

は
絶
対
に
だ
さ
な
い
。
 

、ノ 、J 
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

太田たかし 

太
田
た
か
し
 
ぼ
く
は
、
お
母
さ
 

ん
と
、
買
物
に
い
っ
て
、
横
だ
ん
 

歩
道
を
、
わ
た
ろ
う
と
し
て
、
手
 

を
上
げ
て
待
っ
て
い
ま
し
た
く
車
 

は
、
ス
ピ
ー
ド
を
だ
し
て
、
ビ
ユ
 

ー
ツ
と
走
っ
て
行
き
ま
す
。
な
か
 

な
か
と
め
て
く
れ
ま
せ
ん
。
 

道
が
せ
ま
い
と
こ
ろ
で
も
、
車
 

が
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
い
ま
す
が
 

ま
る
で
、
す
い
込
ま
れ
そ
う
で
す
 

が
、
ぼ
く
の
ね
が
い
は
、
運
転
す
 

る
人
は
も
う
少
し
気
を
つ
け
て
い
 

た
だ
き
，
歩
く
人
が
道
を
わ
た
れ
 

る
よ
う
に
と
ま
っ
て
ほ
し
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

沼口ゆうじ 

沼
ロ
ゆ
う
じ
 
こ
ど
も
た
ち
や
、
 

お
と
な
の
人
が
横
だ
ん
す
る
時
は
 

右
、
左
を
た
し
か
め
て
わ
た
っ
て
 

下
さ
い
。
も
し
車
が
き
た
ら
、
す
 

ぐ
と
ま
り
ま
す
。
車
が
通
っ
た
後
 

ま
た
右
左
を
み
て
わ
た
り
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
、
ま
た
、
ま
が
り
角
 

も
右
左
を
見
て
た
が
通
っ
て
い
な
 

か
っ
た
ら
行
き
ま
す
。
 

ま
が
り
角
は
、
気
を
つ
け
て
 

く
だ
さ
い
。
こ
ど
も
達
も
、
道
路
 

で
遊
ん
だ
り
、
と
び
出
し
た
り
し
 

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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献
血
の
必
要
性
は
申
す
ま
で
も
な
く
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
 

承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
 

国
や
市
町
村
で
は
血
液
セ
ン
タ
ー
の
献
血
車
を
廻
し
て
、
献
 

血
を
呼
び
か
け
血
液
の
確
保
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
 

昨
年
本
町
で
二
回
実
施
し
た
献
血
は
人
口
割
で
見
る
と
＋
分
 

な
成
果
を
挙
げ
た
と
は
思
は
れ
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
本
紙
で
 

は
住
民
皆
さ
ん
に
献
血
を
十
分
理
解
、
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
 

め
、
献
血
に
必
要
な
資
料
を
集
め
、
二
、
三
号
月
に
掲
載
し
、
 

皆
さ
ん
に
献
血
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

国
民
が
お
互
に
助
け
合
い
の
精
 

神
に
よ
っ
て
無
償
で
、
輸
血
を
必
 

要
と
す
る
人
の
た
め
に
血
液
を
出
 

し
合
う
の
が
、
献
血
で
す
。
 

ま
た
献
血
し
た
人
が
不
幸
に
し
 

て
輸
血
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
は
 

健
康
な
献
血
の
保
存
血
液
を
も
ら
 

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

献
血
は
人
を
救
う
と
と
も
に
、
 

い
ざ
と
い
う
と
き
の
自
分
の
た
め
 

に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
 

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
私
た
ち
 

の
生
命
も
、
今
日
で
は
交
通
事
故
 

を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
危
険
に
 

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

い
つ
輸
血
を
必
要
と
す
る
よ
う
 

な
状
態
が
起
き
な
い
と
も
限
り
ま
 

せ
ん
。
 

こ
う
し
た
と
き
に
尊
い
生
命
を
 

救
う
の
が
輸
血
で
す
。
 

私
た
ち
は
自
分
の
生
命
を
守
る
 

た
め
に
、
血
液
の
尊
さ
を
今
一
度
 

考
え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
 

で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
 

、D 

※
 
献
血
の
出
来
る
人
 

次
の
条
件
に
か
な
う
健
康
な
人
 

な
ら
、
誰
で
も
献
血
す
る
こ
と
が
 

※
 
献

血

 の
 

で
 
き
 
な
 
い
 
人
 

△
 
妊
娠
し
て
い
る
人
、
ま
た
過
 

去
六
ケ
月
以
内
に
妊
娠
し
て
い
 

た
人
 

△
 
産
後
六
ケ
月
以
内
の
人
 

△
 
低
血
圧
（
最
高
血
圧
百
m

以
 

下
の
人
）
 

△
 
梅
毒
、
黄
だ
ん
、
肝
蔵
の
病
 

気
、
伝
染
性
の
病
気
の
あ
る
人
 

△
 
医
師
が
採
血
で
き
な
い
と
診
 

断
し
た
人
 

で
き
ま
す
。
 

※
 
次
の
職
業
は
特
に
 

△
 
満
十
六
才
以
上
か
ら
満
六
十
 

五
才
未
満
の
人
 

△
 
体
重
が
男
子
四
十
五
匂
女
子
 

四
十
毎
を
こ
え
る
人
 

△
 
血
液
の
比
重
が
男
子
、
 
一、 

〇
五
三
以
上
、
女
子
一
、
〇
五
 

二
以
上
の
人
。
 

知
る
必
要
が
あ
る
 

自
分
の
血
液
型
か
何
型
で
あ
る
 

か
、
是
非
お
ぼ
え
て
お
き
ま
し
よ
 

一つ。 
■
 
輸
送
関
係
、
工
場
、
工
事
現
 

場
等
に
お
い
て
危
険
女
作
業
に
 

田
川
郡
九
カ
町
村
献
血
者
数
表
（
四
十
五
年
）
 

町 村 名 人 口 献血者数 

添 田 町 16.810人 457人 

大 任 町 6.256 202 

香 春 町 14.917 400 

金 田 町 8.661 154 

I 糸 田 町 9.876 184 

川 崎 町 23.190 438 

赤 池 町 8.770 163 

赤 村 3.779 102 

方 城 町 7.504 138 

J
J
 

、
 

‘、 か
 

あ
 

報
 

広
 

こ
ん
な
人
は
確
定
申
告
 

を
す
れ
ば
税
金
が
か
え
 

り
ま
す
 

昭
和
四
十
六
年
分
の
所
得
税
の
 

確
定
申
告
の
受
け
つ
け
が
、
二
月
 

十
六
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
 

所
得
税
は
、
一
年
間
の
所
得
と
 

税
額
を
、
納
税
者
が
自
ら
計
算
し
 

て
確
定
申
告
を
し
、
納
税
す
る
こ
 

と
を
た
て
ま
え
と
し
て
い
ま
す
。
 

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
 

人
で
も
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
 

や
、
予
定
納
税
を
し
た
税
額
が
納
 

め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
還
 

付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
を
す
る
 

こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

こ
の
申
告
書
は
、
二
月
十
五
日
 

以
前
で
も
税
務
署
で
受
け
つ
け
て
 

い
ま
す
か
ら
、
な
る
べ
く
早
目
に
 

手
続
を
し
て
還
付
を
受
け
て
く
だ
 

さ
い
。
 

特
に
、
次
の
よ
う
な
入
は
、
税
 

一
 
一
 
一
 
』
 
<
 
一
 
一
 
一
 
<
 
一
 
「
 
』
 
。
 
一
 

一
 

』 

応急手当

．ヤケド 水で冷 

すこどが原則水道 

の水を出しっぱな 

しにして冷やすこ 

と手当や足ならそ 

のまま冷水につけ、からだなら服の 

上から水をかけます。水ぶくれ以上 

のヤケドは医師にミソ・ショウユ． 

オリーブ油などはぬらないこと。 

■ケガ 切り傷は消毒してガーゼを 

あて、出血がひどいときは止血して 

医師へ、。深い傷は表面はたいしたこ 

とはなくても医師へ。消毒にマーキ 

ユロとョーチンをいっしょに使わな 

いこと．どれかーつでよい。 

’トゲ トゲの頭が見えるときは毛 

抜きで一気に抜きます。目に見えな 

い小さなトゲは、スロテープをはっ 

て強くはがすとよくとれます。大き 

なトゲが深くはいったときは消毒し 

てから医師へ。 

’骨折脱臼 ケガをした部分は絶対 

に動かさないこと．そのため手ごろ 

な木の棒か細長い板切れで手足をし 

ばりつけ、動かないようにします。 

そしてなるべく早く外科（とくに整 

形外科）の医師へ。 I 
＝コー，一 叫m一一一一”‘m ” 一ー一ー，IIl ． 一。一ーm ”． ー！ 

金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
な
い
 

か
ど
う
か
を
確
か
め
て
く
だ
さ
 

、
。
 

・‘し 1
、
所
得
が
少
な
い
人
で
、
配
当
 

や
原
稿
料
な
ど
の
収
入
が
あ
る
 

人
 

2
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
雑
損
控
 

除
や
医
療
費
控
除
な
ど
を
受
け
 

る
こ
と
が
で
き
る
人
 

3
、
サ
ラ
り
ー
マ
ン
で
、
年
の
中
 

途
で
退
職
し
そ
の
後
就
職
し
な
 

か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受
け
 

な
か
っ
た
人
 

4
、
昨
年
の
十
一
月
十
七
日
ま
で
 

に
退
職
し
、
退
職
所
得
の
源
泉
 

徴
収
を
受
け
た
人
で
、
ま
だ
減
 

税
分
の
還
付
を
受
け
て
い
な
い
 

人
 

5
、
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人
で
 

災
害
な
ど
の
た
め
所
得
が
減
り
 

確
定
申
告
の
必
要
が
な
く
な
っ
 

た
人
 

税
務
署
で
は
、
申
告
書
の
書
き
 

か
た
な
ど
の
わ
か
ら
な
い
人
の
た
 

め
に
、
い
つ
で
も
相
譲
に
応
じ
て
 

) 
い
ま
す
。
 

申
告
期
限
の
三
月
＋
五
日
頃
に
 

な
り
ま
す
と
税
務
署
は
、
た
い
へ
 

ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
相
談
さ
れ
 

る
方
は
な
る
べ
く
早
目
に
お
で
か
 

け
く
だ
さ
い
。
 

田
 
川
 
税
 
務
 
署
 

特
別
交
付
金
の
請
求
は
 

三
月
三
十
一
日
ま
で
 

引
 

揚
 

者
 

引
揚
者
に
対
す
る
特
別
交
付
金
 

の
請
求
手
続
は
三
月
三
十
一
日
で
 

終
了
で
す
。
ま
だ
未
請
求
の
人
は
 

早
く
手
続
き
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
 

し
ま
す
。
交
付
金
を
請
求
す
る
人
 

は
「
外
地
に
終
戦
日
ま
で
引
続
き
 

一
年
以
上
生
活
の
本
拠
を
有
し
て
 

い
て
終
戦
に
伴
っ
て
発
生
し
た
事
 

態
に
基
づ
き
、
や
む
得
な
い
理
由
 

で
終
戦
以
後
に
引
き
揚
げ
た
人
」
 

（
民
生
係
）
 

自
衛
隊
協
力
会
を
発
足
 

会
長
に
青
柳
氏
 

こ
の
ほ
ど
、
赤
池
町
に
自
衛
隊
 

協
力
会
を
発
足
し
会
長
に
（
青
柳
 

徳
実
）
氏
上
野
が
選
れ
ま
し
た
。
 

J
 

発
会
式
に
は
、
陸
上
自
衛
隊
第
 

四
師
団
長
、
高
杉
陸
将
を
は
じ
め
 

多
数
の
幹
部
と
、
会
員
約
百
二
十
 

名
が
集
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

席
上
、
飯
塚
自
衛
隊
に
動
務
す
 

る
本
町
出
身
隊
員
四
名
の
紹
介
が
 

あ
り
、
最
後
に
吟
詠
（
ぎ
ん
え
 

い） 

（
芦
馬
虎
雄
）
先
生
の
自
衛
 

隊
で
終
り
ま
し
た
。
 

こ
の
会
に
、
十
二
月
三
十
一
日
 

現
在
で
「
一
五
一
」
人
入
会
し
て
 

い
ま
す
。
こ
の
会
の
事
業
は
、
自
 

『読者の声』 

老
人
家
庭
に
 

電
話
つ
け
る
 

私
は
広
報
 

あ
か
い
け
を
 

毎
月
楽
し
み
に
読
 

ん
で
い
ま
す
。
 

叉
 

、
 

赤
池
に
十
六
年
間
居
住
し
て
い
 

ま
す
が
、
ま
だ
知
ら
な
い
地
名
等
 

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
広
報
あ
か
 

い
け
を
通
じ
て
知
る
こ
と
の
よ
ろ
 

こ
び
を
お
ぽ
え
ま
す
。
又
遠
く
栃
 

木
に
就
職
し
て
い
る
息
子
に
も
先
 

月
か
ら
送
付
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

私
の
町
内
「
伏
原
下
組
」
で
は
 

去
る
十
月
中
旬
、
組
内
の
ひ
と
り
 

暮
し
の
方
々
に
一
個
づ
つ
，
チ
ャ
 

イ
ム
I

を
取
付
け
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
緊
急
な
場
合
の
用
意
で
そ
 

れ
ぞ
れ
二
人
以
上
の
家
庭
に
つ
な
 

が
る
よ
う
線
が
引
い
て
あ
り
、
何
 

か
あ
っ
た
時
は
、
ボ
タ
ン
を
押
す
 

従
事
し
て
い
る
人
 

■
 
輸
血
に
よ
る
副
作
用
を
起
し
 

た
こ
と
の
あ
る
人
 

■
 
妊
娠
、
特
に
流
産
、
死
産
を
 

経
験
さ
れ
て
い
る
人
や
、
こ
れ
 

か
ら
結
婚
す
る
人
 

赤
十
字
で
は
、
献
血
さ
れ
た
人
 

に
血
液
型
を
ご
通
知
申
し
あ
げ
て
 

お
り
ま
す
。
 

体
重
に
対
す
る
全
血
量
 

体重 男 ~ 女 

40kg 2, 920(m ) 2, 708(m ) 

50 3,660 3,385 

60 4,392 4,062 

70 5, 124 4,739 

80 5,856 5,416 

※
 
採
血
は
安
全
で
す
 

一
回
の
採
血
量
が
全
血
液
の
十
 

分
の
一
以
内
で
あ
れ
ば
、
普
通
は
 

影
響
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
 

す。 
二
百
d
の
献
血
は
、
右
の
図
の
よ
 

う
に
体
重
六
十
切
の
男
子
の
場
合
 

全
血
量
の
ニ
十
分
の
ー
に
過
ぎ
ま
 

せ
ん
の
で
問
題
は
な
い
こ
と
が
明
 

ら
か
で
す
。
 

献
血
は
、
わ
た
し
達
が
、
お
金
 

を
銀
行
や
郵
便
局
に
預
け
る
こ
と
 

と
同
じ
で
す
。
 

あ
な
た
も
わ
た
し
も
献
血
で
、
 

尊
い
生
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

衛
隊
が
災
害
派
遣
時
に
協
力
す
る
 

こ
と
や
、
民
生
支
援
活
動
、
お
よ
 

び
部
外
引
受
工
事
に
対
す
る
協
力
 

町
出
身
隊
員
「
四
十
四
」
人
を
激
 

励
す
る
な
ど
、
事
業
計
画
が
た
て
 

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
後
、
入
会
 

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
こ
 

ろ
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

赤
池
町
役
場
総
務
課
事
務
局
ま
で
 

会
費
は
年
額
二
〇
〇
円
で
す
。
 

「
写
真
は
発
会
式
の
席
で
紹
介
さ
 

れ
た
町
出
身
隊
員
」
 

事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
ア
イ
デ
ア
は
駐
在
員
の
発
 

案
で
、
常
会
に
か
け
て
町
内
会
一
 

同
の
賛
同
を
得
ま
し
た
。
費
用
は
 

組
費
で
ま
か
な
い
、
駐
在
員
の
方
 

が
取
り
付
け
、
お
年
寄
り
か
ら
喜
 

ぼ
れ
て
い
ま
す
。
 

参
考
ま
で
経
費
は
六
個
分
一
万
 

円
く
ら
い
で
す
。
 

山

本

キ

 ヌ
 
子
 

※
 
広
報
あ
か
い
け
編
集
係
へ
町
 

民
か
ら
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
 

す
。
先
月
号
か
ら
読
者
の
声
の
欄
 

を
設
け
ま
し
た
。
読
者
の
声
は
個
 

人
を
批
判
す
る
声
は
掲
載
致
し
ま
 

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
町
を
明
る
 

く
建
設
す
る
声
の
み
を
掲
載
致
し
 

ま
す
。
 

こ
ん
後
と
も
読
者
の
声
を
お
待
 

ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
寄
稿
下
さ
 

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 

す。 

寄
稿
先
 
総
務
課
企
画
係
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か ‘、 け あ
 

報
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何
々
さ
ん
電
話
で
す
よ
 

私設放送で住民 
カ、 
ら 
喜 
ば 
れ 
る 

「
高
園
」
 
さ
ん
 

こ
の
地
区
は
町
が
建
設
し
た
住
 

宅
が
密
集
し
て
、
現
在
】
四
八
世
 

帯
の
人
達
が
住
ん
で
い
ま
す
。
 

こ
の
住
宅
に
は
電
話
は
な
く
、
 

近
く
の
高
園
商
店
に
、
町
営
住
宅
 

に
住
ん
で
い
る
方
に
遠
方
の
知
人
 

か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
来
ま
す
。
 

そ
こ
で
高
園
さ
ん
の
家
族
は
電
 

話
を
取
り
次
い
で
、
住
宅
の
方
へ
 

伏
原
で
雑
貨
商
を
経
営
し
て
い
 

連
絡
員
の
役
務
め
を
し
て
い
ま
し
 

る
（
高
園
久
次
）
さ
ん
は
昨
年
一
 

た。 

月
頃
か
ら
私
設
放
送
を
開
始
し
ま
 

こ
の
連
絡
も
一
日
に
一
回
や
ー
ー
 

し
た
。
 

回
な
ら
よ
い
が
、
 
一
日
に
平
均
十
 

h】
ロ
o
n
ロnHO
、一‘ーn
］ロhu 

ふ
る
さ
と
の
 

数
回
も
あ
り
ま
す
。
 

商
が
忙
し
い
た
め
、
長
女
の
 

（
久
仁
子
）
さ
ん
の
思
い
つ
き
で
 

放
送
機
械
を
購
入
し
て
私
設
放
送
 

局
が
う
ま
れ
ま
し
た
。
 

放
送
を
開
始
し
て
一
年
に
な
り
 

ま
す
が
、
 

「
何
々
さ
ん
お
電
話
で
 

す
よ
」
の
山
彦
が
周
囲
約
五
百
米
 

に
わ
た
っ
て
こ
だ
ま
し
、
こ
の
地
 

区
の
住
宅
の
人
達
か
ら
喜
ば
れ
感
 

謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
住
宅
に
も
近
い
う
ち
に
青
電
 

話
が
取
り
つ
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
 

マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
に
 

は
郵
便
局
の
住
宅
積
立
 

貯
金
の
ご
利
用
を
／
 

貯
金
の
ご
相
談
に
あ
づ
か
っ
 

て
ま
い
り
ま
し
た
郵
便
貯
金
が
 

新
し
く
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
の
 

実
現
に
お
手
伝
い
を
し
よ
う
と
 

住
宅
積
立
貯
金
が
誕
生
し
た
訳
 

で
す
。
 

住
宅
積
立
貯
金
と
は
毎
月
き
 

ま
っ
た
額
を
一
定
期
間
積
立
て
る
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
貯
金
と
は
 

別
に
住
宅
金
融
公
庫
か
ら
一
般
貸
 

付
の
五
割
増
し
の
建
築
資
金
が
借
 

り
ら
れ
る
と
い
う
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
 

く
り
の
た
め
の
新
し
い
郵
便
貯
金
 

で
す
。
 

住
宅
貸
付
を
受
ら
れ
る
条
件
は
 

下
記
の
通
り
で
す
。
 

①
住
宅
に
困
っ
て
お
る
方
 

②
土
地
所
有
権
か
借
地
権
を
持
っ
 

て
い
る
こ
と
。
 

③
借
入
金
の
返
済
に
確
実
な
保
 

証
人
が
あ
る
こ
と
 

④
住
宅
の
広
さ
は
九
坪
か
ら
三
 

十
六
坪
 

⑥
貸
付
利
率
は
矩
利
六
％
 

詳
し
い
こ
と
は
、
お
気
軽
に
郵
 

便
局
窓
口
に
て
お
尋
ね
下
さ
 

い。 

赤
池
郵
便
局
長
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赤
 
池
 
川
 

明
治
初
年
の
頃
迄
は
、
彦
山
川
 

は
今
の
鉄
道
鉄
橋
の
と
こ
ろ
か
ら
 

岩
淵
、
貴
船
下
を
経
て
、
現
在
の
 

赤
池
橋
の
所
に
注
い
で
い
ま
し
 

た。 川
幅
は
お
よ
そ
五
十
間
く
ら
い
 

で
、
先
達
免
の
と
こ
ろ
に
裏
門
の
 

淵
が
、
市
場
小
学
校
前
に
岩
神
淵
 

が
あ
り
ま
し
た
。
 

堤
防
も
不
完
全
で
あ
り
ま
し
た
 

の
で
、
毎
年
雨
季
に
な
り
ま
す
と
 

三
、
四
回
大
水
に
あ
い
、
赤
池
の
 

家
屋
は
大
半
浸
水
し
又
流
出
し
て
 

い
ま
し
た
。
 

明
治
十
年
以
降
段
々
と
石
炭
の
 

需
用
が
増
加
す
る
に
っ
れ
て
、
赤
 

池
町
は
発
展
し
た
の
で
す
が
、
日
 

清
戦
争
の
当
時
か
ら
、
石
炭
を
運
 

ぶ
舟
が
三
千
数
隻
ひ
し
め
き
あ
い
 

川
岸
に
は
商
家
、
料
亭
等
が
軒
を
 

並
べ
て
い
た
と
い
わ
れ
、
川
に
よ
 

つ
て
繁
昌
し
て
い
た
の
で
あ
り
ま
 

す。 尚
、
郵
便
所
、
警
察
分
屯
所
等
 

を
設
け
ら
れ
て
い
た
頃
は
、
田
川
 

郡
北
部
に
於
け
る
第
一
の
市
街
を
 

な
し
て
い
た
が
、
鉄
道
が
明
治
三
 

十
一
年
十
月
に
開
通
し
、
昭
和
十
 

二
年
三
月
二
十
二
日
赤
池
駅
が
開
 

通
し
、
石
炭
は
鉄
道
に
よ
っ
て
若
 

松
へ
運
ば
れ
、
繁
華
街
は
他
に
移
 

つ
て
い
き
今
で
は
舟
影
も
み
ら
れ
 

な
い
と
い
う
状
況
に
変
っ
て
い
ま
 

す。 

元
 
川
 
筋
 

今
の
彦
山
川
は
、
貴
船
と
本
町
 

の
と
こ
ろ
を
流
れ
て
い
ま
し
た
。
 

現
在
の
福
豊
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
附
 

近
か
ら
昭
和
町
、
大
和
町
（
今
な
 

お
こ
の
一
帯
は
大
き
な
軒
並
み
を
 

つ
ら
ね
て
い
る
）
と
県
道
の
中
間
 

の
下
水
道
を
流
れ
、
市
場
小
学
校
 

を
経
て
草
場
（
貫
流
し
て
い
ま
し
 

、
，
ー
 

た。 市
場
や
草
場
の
人
家
は
、
小
高
 

い
と
こ
ろ
に
建
っ
て
い
ま
す
。
 

又
、
小
笠
原
藩
の
米
蔵
が
稲
荷
 

町
の
今
畑
電
気
商
会
の
前
一
帯
に
 

あ
り
、
屋
根
の
型
は
今
も
残
っ
て
 

い
ま
す
。
 

今
の
車
道
は
、
昔
、
炭
鉱
か
ら
 

真
直
ぐ
稲
荷
町
の
三
角
食
堂
附
近
 

を
経
て
、
石
炭
を
運
ぶ
炭
車
が
通
 

り
、
こ
、
か
ら
石
炭
を
船
に
積
ん
 

で
、
五
平
田
船
で
上
野
、
市
場
、
 

赤
池
の
人
は
若
松
へ
石
炭
を
運
ん
 

で
い
ま
し
た
。
今
な
お
上
野
や
市
 

場
の
旧
家
の
倉
庫
に
は
船
板
が
壁
 

に
使
わ
れ
、
当
時
の
川
筋
気
質
が
 

偲
ば
れ
ま
す
。
 

写
真
は
田
中
ミ
ツ
さ
ん
（
本
町
）
 

宅
に
保
存
し
て
い
る
米
蔵
の
鬼
カ
 

ワ
ラ
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公

民

館

初

俳

句

会

 

こ
と
さ
ら
に
炊
き
し
に
あ
ら
ず
冬
 

至
粥
 

池
田
 
紫
酔
 

門
川
の
去
年
今
年
な
き
瀬
音
か
な
 

白
石
天
留
翁
 

七
草
の
芹
の
僅
か
を
摘
み
し
の
み
 

千
代
田
景
石
 

冬
菜
よ
く
育
っ
て
お
り
し
山
家
か
 

な
 

池
田
 

一
歩
 

元
旦
や
母
あ
り
妻
あ
り
児
ら
が
い
 

て
 

日
永
田
桜
ン
坊
 

弾
初
の
畳
に
流
す
挟
か
な
 

三
宅
 
美
樹
 

二
又
に
別
れ
て
畦
火
つ
っ
走
る
 

測
上
よ
し
子
 

早
梅
や
繕
う
て
あ
り
千
木
造
り
 

長
西
多
美
子
 

日
が
な
降
る
雨
に
姉
妹
の
小
正
月
 

ー、ノ 

磯
 
シ
ゲ
子
 

チ
ヤ
ン
ネ
ル
の
ど
こ
も
聖
夜
の
曲
 

な
り
し
 

池
田
 

駒
女
 

日
め
ぐ
り
の
位
置
も
決
り
て
屠
蘇
 

交
す
 

大
久
保
昭
女
 

音
立
て
て
生
木
の
燃
ゆ
る
焚
火
か
 

な
 

藤
井
 
公
樹
 

屠
蘇
酔
に
口
す
さ
み
る
る
黒
田
節
 

中
村
 
青
甫
 

元
旦
の
バ
ス
空
席
の
ま
、
走
る
 

池
田
か
ね
よ
し
 

ほ
ろ
酔
ふ
て
老
を
重
ぬ
る
今
朝
の
 

春
 

松
本
た
か
し
 

遠
近
の
音
色
違
ふ
除
夜
の
鐘
 

田
沖
 
水
悼
 

注
連
飾
る
藁
の
匂
い
の
あ
り
に
け
 

り
 

中
村
 
津
代
 

わ
が
孫
の
産
屋
の
方
を
恵
方
と
し
 

桑
野
そ
の
女
 

時
化
雲
の
は
り
つ
く
ま
、
に
山
眠
 

る
 

下
田
水
心
子
 


